
＜口腔内の疼痛について＞
先生方からご紹介いただく患者さまには「原因不明の痛み」を訴えられ来院される方
がしばしば見られます。視診や触診では口腔内に異常所見は認めないのですが口腔内
のどこかに痛みがあるというものです。その多くは舌の痛みを主訴とする舌痛症と診
断されることが多いです。
舌痛症の特徴は①痛みは目を覚ましている間のみに感じている。就寝中に痛みで目を

覚ますことは無い。
②食事中はあまり痛みを感じない。
③起床時はあまり痛みを感じないが、昼を過ぎ、夕方にかけてと徐々
に痛みを強く感じ始める。

④NSAIDs（ロキソニンやボルタレン）に反応しない。
等が挙げられます。

そして「原因不明の痛み」の中には三叉神経痛、舌咽神経痛も見られます。
これらの特徴は①何かの動作（顔を洗うetc）をすると電撃様の鋭い痛みが出現する。

②痛みが継続する時間は数秒からせいぜい１分程度。
③NSAIDs（ロキソニンやボルタレン）に反応しない。
等が挙げられます。

口腔内に痛みはあるが炎症所見（発赤や腫脹）が乏しい場合は舌痛症、
三叉神経痛である事が多いです。先に挙げた特徴に当てはまるか否か
を問診してみてください。歯原性の疼痛や何らかの炎症による痛みで

あればNSAIDsが必ず効果を示すため、まずは鑑別のためにNSAIDsの内服をさせて
痛みの変化を見るのも手っ取り早いかもしれません。NSAIDsが反応しないのであれ
ば歯原性の痛みではない可能性が大いにあると思います。
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開放型病床 登録医制度における歯科医師の登録医登録を開始

登録医になっていただくと…
・ご紹介患者さまの受け入れは原則お断りしません
（やむを得なくお断りをする場合はご容赦ねがいます）

・当院の歯科担当医との共同診療（共同指導）が可能です

地域診療所との連携強化を目的とした開放型病床登録医制度を医科の医師を中心に進めてきまし
たが、2018年度より地域歯科診療所の先生方にも登録医登録にご協力いただき、現在120名以
上の歯科医師の先生方と連携を強めています。

＜登録方法＞
患者支援連携センター
（06-6992-5373）へ
ご連絡ください。
担当者が対応させて
いただきます。

・紹介カードを作成。当院HPや１階ロビーのタッチパネルなどを
活用し、逆紹介をご希望される患者様に優先的にご紹介します。
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